








要約:18～24 歳の女子学生 360 名の腰椎と大腿骨近位部の骨密度を測定し、過去から現在

にわたる身体状況、ライフスタイル、特に運動、栄養を中心に観察し、骨密度上昇因子を

探った。その結果、骨密度値は、体格と最も高い相関を示し、筋力、初経年齢、運動継続

年数、特に、13～15 歳における運動歴と高い相関が見出された。運動種目については、

バレーボール、陸上競技等に体重補正後の骨密度値において有意な高値が認められた。

以上のことから、思春期における適切な運動習慣は、ピークボーンマスを効率よく高め、

更年期以降に多発する骨粗鬆症の予防に有効であると考える。


